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磁化過程の解釈には、中性子回折実験で得られた像から磁区構造を得る必要があるが、位相情報が欠落し

た状態からの再構成は困難である。そこで我々はリバースモンテカルロ法 1),2)を用いた磁区構造の可視化を

試みた。N×Nサイズの実空間像としてストライプ構造や迷路構造を仮定し逆空間像を求め、リバースモンテ

カルロ法を用いて計算を行った結果、磁区構造にはずれなどが生じてしまう。そこで Fig.1(a)に示したよう

にフーリエ像を 2N×2N に拡張し計算を行った結果、位相のずれを軽減することができた。また Fig.1(b)に

示すように実験から得られた磁区像では磁区幅などは比較的再現できた。さらに、磁化情報を用いるなど磁

区像の初期値の工夫をすることにより、磁化の符号についても制約を与えることができ、より精度の高い再

構成手法となることが期待できる。これまでは 2 次元の磁区構造再構成に対する結果を示したが、最終的に

SANSの実験データに対してこの手法を適用することを目標としている。しかし、SANSデータ 3)ではまず磁気

散乱データと角散乱データの分離方法の検討が必要である。そのために今回は、疑似的に様々な 3 次元磁区

構造を生成し、SANSの磁気データと構造データの特徴を系統的に示す。 

 

Fig.1 (a)リバースモンテカルロ法に用いるフーリエ像の拡張方法と(b)計算結果 
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